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野中やよい 

 

毎日暑い日が続きますが、皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。 

年 4 回行われる新座市議会定例会の報告です。 

平成 30 年第二回定例会が 6 月 4 日から 21日まで開催されました。 

市長提出議案は、専決処分承認案件 2件、条例の一部改正 9件、補正予算 2件、 

契約案件 1件、道路案件 2 件、人事案件 1件、の全 17 議案で、審議の結果、全て 

の議案が可決・承認されました。 

条例の主な内容は、地方税法の改正に伴う市税条例等の一部改正や、低所得 

 世帯の教育認定子どもの保育料軽減のための条例改正等です。 

補正予算の主な内容は、大和田放課後児童保育室工事設計費や、黒目川沿 

いの公園への健康器具設置など。 これにより一般会計予算総額は、495 億 

8,583 万 3 千円となりました 

6 月 10 日には、毎年恒例の休日議会に多くの市民が傍聴に。新議場での初の 

議場コンサートではボサノヴァの演奏を楽しんでいただきました。  
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野中やよいの一般質問より 
 

  

 

1.広告を活用した AED 併設デジタルサイネージの設置について 

Q:市民の安全安心のため、AED は本庁舎各階の目立つ場所に設置すべき。行政情報が表示されるデジ 

タルサイネージに広告を活用することで、AED の設置と更新コストが不要になる AED併設デジタルサイ 

ネージの設置をすすめてはどうか。 

A:設置に向けて検討する。 

2.市の公用封筒への広告掲載について 

Q:市の公用封筒に広告を掲載することで、市の財政負担を減らせるのではないか。 

A:現在、市民課で交付した証明書を入れる窓口用封筒には広告を掲載している。郵送用の封筒には広告 

掲載していない。本市で使用している封筒のうちクラフト封筒は年に 2 回、一括発注している。平成 29 年 

度の契約金額は年間約 44 万円。この費用を広告で賄うことができれば財政負担の軽減につながるので、 

ご提案のクラフト封筒への広告掲載について前向きに検討したい。貴重なご提案に感謝。 

 

 

Q:市民への連絡手段として、メッセージへの信頼性が高く、開封率が 90％以上ある SMS（ショートメッセー 

ジサービス）を活用することで、業務効率化と市民サービスの向上をはかってはどうか。 

A:調査の結果、SMS は既存の連絡手段である電話、メール、郵便物に比べて、①メッセージ受信者の着信率 

が高く、高確率で折り返しの電話をいただけること、②システムの導入及び運用経費が安価であること、の 

メリットがあることがわかった。他自治体では市税の納付案内、徴収業務に活用されている。本市では市税 

を納期限までに滞納されていない方に対し、コールセンターから電話による納付呼びかけをしているが、接 

触率は 3 割で、この率を上げていくことが課題と捉えている。従来の連絡手段に加えて SMS を活用すること 

は更なる接触率の向上、収納率の向上が期待できると考えている。導入に向けて検討を進めていきたい。 

 

広告の活用について 

SMSを活用した業務の効率化について 
 

 

 



 

誰もが元気に長生きしたい、幸せに暮らしたい、と願います。まずは、ご自身の健康について意識していた

だくことが大事です。健康問題について３点質問しました。埼玉県コバトン健康マイレージはスマホの無料

アプリで楽しくウオーキングでき、抽選で賞品が当たります。健康づくりにご活用ください。 

ｓ 

性別に関係なく選べる制服の導入について 

Q：子ども達一人一人の個性を尊重するため、 

性別に関係なく選べるジェンダーレスの制服の 

導入をすべきではないか。 

A:制服を変えるような時期になった時に合わ 

せて新しい制服の導入を図ってまいりたい。 
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健康長寿のまち、にいざ 

 

1.埼玉県コバトン健康マイレージ事業の普及促進 

Q:市では４月から同事業を開始された。市民への周知徹

底、登録者増の取組を伺う。 

A:本市で実施した市民アンケートで、20 歳から６４歳まで

の市民の一日の歩数が全国平均を下回ることから、その

年代の参加を目的として、スマホの無料アプリを活用し

た方法での参加を選択。チラシ・ポスターを６月中に市内

保育園、小中学校の保護者向けに配布、公民館、総合体

育館、町内会等にも配布。 

Q:高齢者へのアプローチはどのように考えているか。 

A:いきいき広場、老人福祉センター、元気アップ広場にチ

ラシ、ポスターの設置を予定。徹底して周知を図ってまい

りたい 

2.ポールウオーキングの活用について 

Q:ただ単に歩くだけでなく、ポールを持って歩くこと

で、肩甲骨を動かすなど全身の運動にもなり、腕を動

かすことで歩幅が広がる。また、ポールを利用して

様々な運動ができる。特に高齢者にとっては、1 本の杖

で歩くより安定感があって転倒の危険が少なくなると

いうメリットがある。市でポールウオーキングを活用し

てイベントや教室、ができないか、また、介護予防に活

用してはどうか。 

A:今までのウオーキング事業に加えて、ポールウオー

キングの活用について、調査研究してまいりたい。 

A:本市ではノルディックウオーキング教室を体育協会

主催で開催している。今後も関係部局と連携をはかり

ながら啓発につとめたい。 

 

3.フレイル予防について 

Q:フレイルとは加齢に伴う心身の機能低下で、要介護に

なる恐れが高い状態のことを指す。介護が必要な状態と

健康の間の期間であり、筋肉量の衰えだけでなく心理的

な衰え、社会性の衰えなど多面性がある。早期にフレイ

ルの兆候を見つけて適切な対応をとることで健康な状

態に戻すこともできる。市民へのフレイルの周知、フレイ

ルチェックの実施について市の取組を問う。 

A:現在普及活動を行っているが、今後は元気アップ広場

等においてフレイルの健康講話やフレイルチェックの実

施などを取り入れてまいりたい。 

5月 20日、志木市で開催された 

「ノルディックウオーキング・ポールウオーキング全国大会」 
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